
(57)【要約】

【課題】　液晶表示装置（ＬＣＤ）のバックライト照明

の導光板の画像処理検査装置において、検査時間内でワ

ークである導光板の交換するステージを２つ持ち、交互

に検査とワーク交換する構造とし、ワーク往復移動の撮

像を最良にするためにカメラとワークとの角度を自動で

変更する構造とする。

【解決手段】　２つの、ワークである導光板の積載ステ

ージは、高さの変更できるＺ軸モータとボールネジをＸ

軸リニアモータ上の片側に持ち、ステージ下にカムフロ

アを持ち、撮像位置に２本のレールを持ち、ワーク交換

位置では交換後に上位置から下位置に下降し、撮像手前

位置に移動して上昇しレールに乗り、往復移動しながら

撮像後、ワーク交換位置にそのまま移動し、２つのステ

ージは干渉しないで、検査処理数を増大させる。２種の

カメラがその構造体ごと一部域旋回移動し、ワークとの

撮像角度を変更し最適な撮像データを撮り込み画像処理

で良否判定の外観検査をする。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） の 一 部 で あ る 照 明 用 バ ッ ク ラ イ ト の 部 品 の 導 光 板 の 良 品 と 不 良
品 を 分 類 検 査 す る 目 的 に お い て 、 導 光 板 の 積 載 ス テ ー ジ を ２ つ 持 ち 交 互 に 未 検 査 品 と 検 査
済 み の 導 光 板 の 交 換 準 備 動 作 し 、 カ メ ラ に よ る 画 像 処 理 シ ス テ ム の 検 査 を す る 導 光 板 外 観
検 査 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 導 光 板 検 査 に お い て 、 ２ つ の 導 光 板 積 載 ス テ ー ジ を 用 い 交 互 に 導 光 板 の 交 換 と 検 査
を す る た め に 、 導 光 板 の 交 換 位 置 と 導 光 板 の 検 査 位 置 が あ り 、 そ の 双 方 の 位 置 、 例 え ば Ｘ
方 向 に 導 光 板 積 載 ス テ ー ジ を 往 復 移 動 さ せ る 駆 動 装 置 を 持 つ 導 光 板 外 観 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 導 光 板 検 査 に お い て 、 ２ つ の 導 光 板 積 載 ス テ ー ジ を 、 検 査 済 み 導 光 板 と 未 検 査 導 光
板 の 往 復 移 動 に て 、 お 互 い 交 差 位 置 に て 干 渉 さ せ な い た め に 、 導 光 板 積 載 ス テ ー ジ を 交 互
に 上 下 Ｚ 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 駆 動 系 と 制 御 系 を 持 つ 導 光 板 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 導 光 板 検 査 に お い て 、 ２ つ の 導 光 板 積 載 ス テ ー ジ を 、 導 光 板 の 交 換 位 置 で は 、 片 持
ち 構 造 と し 、 検 査 位 置 で は 駆 動 系 の 反 対 側 に レ ー ル 構 造 と し 導 光 板 の 水 平 を 保 つ 導 光 板 検
査 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 導 光 板 検 査 用 の 複 数 の ラ イ ン セ ン サ カ メ ラ を 導 光 板 積 載 ス テ ー ジ の 上 か ら 保 持 し 、 そ の
構 造 体 ご と カ メ ラ の 撮 像 角 度 を 変 え る ロ ー タ リ ア ク チ ュ エ ー タ と ブ レ ー キ を 持 つ 導 光 板 検
査 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 導 光 板 検 査 用 の カ メ ラ を 装 置 の Ｙ 軸 方 向 に 撮 像 位 置 を 移 動 さ せ る 駆 動 系 を 持 つ 導 光
板 検 査 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） の 一 部 で あ る 照 明 用 バ ッ ク ラ イ ト の 部 品 の 導 光 板 の
画 像 処 理 シ ス テ ム に よ る 外 観 検 査 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） の 一 部 で あ る 照 明 用 バ ッ ク ラ イ ト の 部 品 の 導 光 板 は 、 そ の 製 造
工 程 に お い て 、 異 物 に よ る 汚 れ 、 傷 、 白 点 、 黒 点 、 指 紋 、 光 物 、 ム ラ 、 等 と 呼 ば れ る 不 良
品 が 発 生 す る 。 前 記 不 良 の 種 類 の 内 、 不 良 の 形 態 を そ の ま ま 表 現 す る 汚 れ 、 傷 、 白 点 、 黒
点 、 指 紋 は そ の ま ま の 意 味 だ が 、 光 物 と は 樹 脂 材 料 へ の 光 る 異 物 の 混 入 で あ り 、 ム ラ と は
ド ッ ト と 呼 ば れ る 多 数 の 点 の ム ラ の こ と を 云 う 。 発 生 原 因 と す れ ば ド ッ ト 印 刷 の 場 合 は 印
刷 の ム ラ で あ り 、 樹 脂 の イ ン ジ ェ ク シ ョ ン 装 置 に よ る ド ッ ト 形 状 ム ラ は 、 型 の 凸 の 点 形 状
の 先 端 の 丸 み に よ る ム ラ 発 生 で あ る 。 導 光 板 の 働 き は 、 ド ッ ト と 呼 ば れ る 多 数 の 点 が 、 ク
サ ビ 形 状 の 厚 い 側 に 冷 陰 極 管 に よ る 照 明 を 備 え 液 晶 基 板 側 に 垂 直 に 光 を 反 射 さ せ る 働 き を
す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 画 像 処 理 に よ る 外 観 検 査 は 、 パ タ ー ン マ ッ チ ン グ と 呼 ば れ る 方 法 が 知 ら れ 、 良 品 又 は 不
良 品 の 撮 像 デ ー タ と 検 査 の 撮 像 デ ー タ を 比 較 す る 方 法 で あ る 。 こ の 場 合 、 カ メ ラ と ワ ー ク
の 角 度 、 照 明 の 種 類 、 そ の 角 度 は 、 ワ ー ク の 種 類 に よ り 工 夫 が 必 要 だ 。 画 像 処 理 検 査 に 鏡
を 用 い る 方 法 も あ る 。
【 特 許 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ １ ３ ４ ５
【 特 許 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ７ ９ ２ ８ ２
【 特 許 文 献 】 特 開 平 １ １ － ２ ８ １ ５ ２ ８
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 解 決 し よ う と す る 課 題 は ２ つ で 、 １ つ は 、 検 査 装 置 の 検 査 処 理 量 の 増 大 で あ る 。 人 間 が
ワ ー ク の 交 換 す る 場 合 で も 、 ロ ボ ッ ト が ワ ー ク の 交 換 す る 場 合 で も 、 検 査 中 に 交 換 で き れ
ば 、 検 査 タ ク ト と 同 数 の 数 量 の 検 査 が 可 能 で あ る 。 ワ ー ク を 積 載 す る ス テ ー ジ を ２ つ 持 ち
、 交 互 に ワ ー ク 交 換 と 検 査 が で き る 構 造 に な ら な い か 、 と 考 え た 。 「 検 査 時 間 ＋ 交 換 時 間
」 の タ ク ト で 無 く 、 検 査 時 間 内 に 交 換 す る 装 置 と し た 。 も う １ つ は 、 カ メ ラ と ワ ー ク の 位
置 関 係 の 角 度 を 変 え る こ と に よ り 、 不 良 の 形 態 に よ り 検 査 を 容 易 に す る 。 ワ ー ク の 移 動 は
往 復 な の で 、 往 路 と 復 路 で の カ メ ラ の 撮 像 角 度 を 自 動 で 移 動 さ せ 撮 像 で き る 。
前 記 の た め に は 、 ２ つ の ワ ー ク 積 載 ス テ ー ジ が 交 互 に ワ ー ク 交 換 位 置 と 検 査 位 置 を 移 動 し
、 お 互 い 干 渉 し な い 構 造 と す る 。
前 記 の た め に は 、 カ メ ラ を 保 持 す る 構 造 体 が 、 ワ ー ク と の 角 度 を 変 え ら れ る 駆 動 装 置 と そ
の 角 度 を 保 持 す る 装 置 を 持 つ 必 要 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 、 本 装 置 の 照 明 と カ メ ラ と ワ ー ク の 位 置 関 係 を 示 し 、 ６ の ス テ ー ジ の 上 に 導 光 板
５ が 積 載 さ れ て い る 。 ６ は 往 復 運 動 す る 駆 動 装 置 を 持 つ 。 １ の Ｃ Ｃ Ｄ ラ イ ン セ ン サ カ メ ラ
は 自 動 で 角 度 を 変 更 す る 。 ２ の Ｃ Ｃ Ｄ エ リ ア セ ン サ カ メ ラ も 同 じ 構 造 体 に 接 続 さ れ 自 動 で
角 度 を 変 更 す る 。 ３ の 上 照 明 は 落 斜 光 と し 、 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ 又 は ハ ロ ゲ ン ラ ン プ を 用 い 手 動 で
ワ ー ク の 照 明 角 度 を 変 更 で き る 。 ４ の 下 照 明 は 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い 固 定 で 透 過 照 明 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ２ は 、 ワ ー ク の 積 載 ス テ ー ジ ６ の ２ つ の 位 置 と 交 互 に 移 動 し 上 下 す る 構 造 の 説 明 で あ
る 。 ス テ ー ジ ６ は 上 下 Ｚ 方 向 に 移 動 す る モ ー タ と ボ ー ル ネ ジ で 保 持 さ れ 、 ワ ー ク を 積 載 さ
れ た ら 、 下 降 し レ ー ル ７ の 手 前 ま で １ ２ の Ｘ 軸 リ ニ ア モ ー タ で 移 動 し 、 レ ー ル ７ の 上 に 上
昇 し 検 査 位 置 と な る 。 検 査 位 置 は カ メ ラ 位 置 へ の 往 路 と 復 路 で ２ 度 の 撮 像 チ ャ ン ス が あ る
。 検 査 済 み の ワ ー ク 積 載 位 置 へ の 移 動 は 上 昇 の ま ま 移 動 し 、 ワ ー ク の 積 載 を す る 。 ス テ ー
ジ の 下 部 に は ８ の カ ム フ ロ ア が あ り 、 レ ー ル ７ の 上 を 滑 る 構 造 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ で 、 図 １ と 同 じ カ メ ラ と 照 明 と そ の 構 造 体 の 位 置 関 係 を 示 し 、 さ ら に ス テ ー ジ と の
位 置 関 係 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ３ で 、 レ ー ル ７ の ２ 本 の 位 置 関 係 と 、 ２ つ の ス テ ー ジ が 干 渉 せ ず 通 過 す る 位 置 関 係 を
示 す 。 手 前 側 の ス テ ー ジ は レ ー ル ７ の 上 か ら 外 れ 、 モ ー タ １ ０ と １ ４ の ボ ー ル ネ ジ の み の
片 持 ち 構 造 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ４ で 、 照 明 と カ メ ラ を 保 持 す る 構 造 体 は 、 片 側 に ロ ー タ リ ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ と そ の
反 対 側 に 電 磁 石 に よ る ブ レ ー キ １ ８ を 持 ち 、 ワ ー ク と の 撮 像 角 度 と 斜 光 照 明 の 角 度 を 変 え
、 及 び そ の 角 度 を 保 持 す る 構 造 を 示 す 。 ス テ ー ジ ６ の 片 持 ち 構 造 も 表 す 。 １ ２ の Ｘ 軸 リ ニ
ア モ ー タ は 、 ２ つ の ス テ ー ジ の 片 方 ず つ を Ｘ 移 動 さ せ る 働 き を 示 す 。 ２ 本 の レ ー ル ７ は 、
２ 本 の １ ２ の Ｘ 軸 リ ニ ア モ ー タ の 内 側 に 位 置 し 、 ス テ ー ジ ６ の モ ー タ の 反 対 側 を 受 け 持 つ
。 撮 像 位 置 で は 、 片 持 ち 構 造 で 無 く モ ー タ １ ０ ボ ー ル ネ ジ １ ３ と 、 反 対 側 の レ ー ル ７ で 保
持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ４ で 、 ラ イ ン セ ン サ カ メ ラ １ は 、 複 数 持 ち 、 図 で は ３ 個 の 数 で 必 要 な 分 解 能 を 保 持 す
る た め に 増 減 す る 。 エ リ ア セ ン サ カ メ ラ ２ は １ 個 で 、 ９ の Ｙ 軸 を 持 ち 、 ワ ー ク の 不 良 位 置
に 移 動 し 拡 大 し て 撮 像 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ の 低 い 左 側 位 置 の ス テ ー ジ ６ と 、 高 い 右 位 置 の ス テ ー ジ の 位 置 関 係 で 、 お 互 い 干 渉
せ ず 通 過 で き る 。 こ の 構 造 に よ り 、 往 復 移 動 撮 像 中 に ワ ー ク 交 換 作 業 が 可 能 で あ る 。 片 持
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ち 構 造 の ま ま だ と 、 撮 像 位 置 で ワ ー ク の 水 平 位 置 を 保 つ こ と が 困 難 な の で 、 レ ー ル ７ を 持
ち 、 及 び ８ カ ム フ ロ ア を 持 ち 、 ワ ー ク 水 平 保 持 と 往 復 移 動 を 円 滑 に す る 。 こ の ２ 本 の １ ２
Ｘ 軸 リ ニ ア モ ー タ と 、 内 側 ２ 本 の レ ー ル ７ に よ り ２ つ の ス テ ー ジ が ワ ー ク 交 換 位 置 と 撮 像
位 置 を ２ つ の ス テ ー ジ が 交 互 に 往 復 移 動 で き 、 検 査 処 理 数 を 増 大 さ せ 、 及 び ワ ー ク の 水 平
を 保 つ 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ の １ と ２ の カ メ ラ は 同 じ 構 造 体 １ ６ に 接 続 し 、 角 度 を 変 更 及 び 保 持 す る 駆 動 軸 １ ５
と 固 定 す る 設 備 の ブ レ ー キ １ ８ を 持 ち ワ ー ク と の 撮 像 角 度 を 自 動 で 変 更 し 、 及 び 固 定 し 、
ワ ー ク の 不 良 の 特 徴 に よ り 最 適 な 位 置 関 係 を 選 択 で き 最 良 の 撮 像 デ ー タ を 得 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 装 置 正 面 の 断 面 で あ る 。 ベ ー ス １ ３ の 上 に １ ２ Ｘ 軸 リ ニ ア モ ー タ を ２ 本 並 列 に
設 備 す る 。 ２ 本 の リ ニ ア モ ー タ の 片 側 に １ ４ の ボ ー ル ネ ジ と モ ー タ １ ０ を 持 ち 、 ワ ー ク の
ス テ ー ジ ６ を 上 下 方 向 に 移 動 さ せ な が ら 、 ワ ー ク 交 換 位 置 と 撮 像 位 置 に 往 復 移 動 す る 。 撮
像 位 置 で は ス テ ー ジ ６ の 下 側 に ２ 個 の カ ム フ ロ ア ８ を 持 ち レ ー ル ７ に 乗 り 円 滑 に 移 動 と ワ
ー ク の 水 平 を 保 つ 。 同 じ 働 き を も う １ つ の ス テ ー ジ に て 、 反 対 側 の １ ２ （ Ｘ 軸 リ ニ ア モ ー
タ ） ・ １ ０ （ モ ー タ ） ・ １ ４ （ ボ ー ル ネ ジ ） ・ ７ （ レ ー ル ） ・ ８ （ カ ム フ ロ ア ） で 果 た す
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ で 、 本 装 置 は 、 カ メ ラ １ ・ ２ は 同 じ 構 造 体 １ ６ に 接 続 し 、 一 部 域 旋 回 機 能 を 持 ち ワ
ー ク と の 撮 像 角 度 を 変 更 す る 形 態 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ で は 左 側 が ス テ ー ジ ６ の 下 側 位 置 、 図 ３ で は 、 左 に ボ ー ル ネ ジ と モ ー タ に 接 続 す る
手 前 側 が ス テ ー ジ ６ の 下 側 位 置 を 示 す 。 反 対 側 が 高 い 位 置 、 即 ち 撮 像 位 置 で あ り 、 お 互 い
干 渉 せ ず 位 置 変 換 で き る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ で 、 左 側 ６ ス テ ー ジ の 位 置 と 右 側 ６ ス テ ー ジ の 位 置 で 、 左 側 は 図 の 上 側 の １ ２ リ ニ
ア モ ー タ に 接 続 し 、 右 側 は 図 下 側 の １ ２ リ ニ ア モ ー タ に 接 続 す る こ と を 示 す 。 １ ２ の リ ニ
ア ２ 本 の 外 側 に カ メ ラ １ ・ ２ を 保 持 す る 構 造 体 １ ６ の 一 部 域 旋 回 機 能 の 旋 回 運 動 さ せ る １
５ ア ク チ ュ エ ー タ と 、 １ ８ の ブ レ ー キ を 持 つ こ と を 示 す 。
　 上 の 斜 光 照 明 ３ は 独 立 し た 構 造 体 １ ７ に 接 続 し 、 ２ 本 の １ ２ の リ ニ ア モ ー タ の 外 側 に 支
柱 を 立 て る 。 構 造 体 １ ７ に 接 続 す る 照 明 ３ 、 導 光 板 の 構 造 に よ る が 、 例 え ば イ ン ジ ェ ク シ
ョ ン に よ る ド ッ ト な ら ハ ロ ゲ ン ラ ン プ 、 印 刷 形 態 な ら 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ と し 、 構 造 体 １ ７ に 接 続
す る 軸 を 可 動 と し 、 ワ ー ク へ の 照 明 角 度 を 手 動 で 調 節 で き る 構 造 と す る 。 透 過 照 明 の 下 照
明 ４ は 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ と し 、 カ メ ラ １ ・ ２ の 真 下 、 ２ 本 の １ ２ の リ ニ ア モ ー タ の 中 央 に 位 置 す
る 。
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 導 光 板 の 検 査 は 、 ほ と ん ど の メ ー カ ー で 目 視 検 査 に よ る 。 現 在 、 Ｃ Ｒ Ｔ の テ レ ビ の 生 産
は 減 少 し 、 液 晶 表 示 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） の テ レ ビ や パ ソ コ ン モ ニ タ に 交 代 し て い る 。 Ｌ Ｃ Ｄ の 一 部
で あ る 導 光 板 の 生 産 量 も 飛 躍 的 に 増 大 す る 。 導 光 板 検 査 を 目 視 に 頼 る 現 在 の 状 況 は 、 熟 練
の 検 査 要 員 の 人 手 不 足 と な り 、 画 像 処 理 に よ る 検 査 装 置 の 必 要 性 は 増 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ Ｃ Ｃ Ｄ ラ イ ン セ ン サ カ メ ラ
　 ２ Ｃ Ｃ Ｄ エ リ ア セ ン サ カ メ ラ
　 ３ 上 照 明
　 ４ 下 照 明
　 ５ Ｌ Ｃ Ｄ 導 光 板 （ ワ ー ク ）
　 ６ ス テ ー ジ
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　 ７ レ ー ル
　 ８ カ ム フ ロ ア
　 ９ エ リ ア カ メ ラ 用 Ｙ 軸 リ ニ ア モ ー タ
　 １ ０ ス テ ー ジ 用 Ｚ 軸 モ ー タ
　 １ １ ラ イ ン カ メ ラ 用 Ｚ 軸
　 １ ２ Ｘ 軸 リ ニ ア モ ー タ
　 １ ３ ベ ー ス
　 １ ４ ス テ ー ジ 用 Ｚ 軸 ボ ー ル ネ ジ
　 １ ５ ロ ー タ リ ア ク チ ュ エ ー タ
　 １ ６ カ メ ラ リ ブ （ カ メ ラ 構 造 体 ）
　 １ ７ ラ イ ト リ ブ （ ラ イ ト 構 造 体 ）
　 １ ８ ブ レ ー キ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 7月 5日 (2005.7.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） の 一 部 で あ る 照 明 用 バ ッ ク ラ イ ト の 部 品 の 導 光 板 の
画 像 処 理 シ ス テ ム に よ る 外 観 検 査 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） の 一 部 で あ る 照 明 用 バ ッ ク ラ イ ト の 部 品 の 導 光 板 は 、 そ の 製 造
工 程 に お い て 、 異 物 に よ る 汚 れ 、 傷 、 白 点 、 黒 点 、 指 紋 、 光 物 、 ム ラ 、 等 と 呼 ば れ る 不 良
品 が 発 生 す る 。 前 記 不 良 の 種 類 の 内 、 不 良 の 形 態 を そ の ま ま 表 現 す る 汚 れ 、 傷 、 白 点 、 黒
点 、 指 紋 は そ の ま ま の 意 味 だ が 、 光 物 と は 樹 脂 材 料 へ の 光 る 異 物 の 混 入 で あ り 、 ム ラ と は
ド ッ ト と 呼 ば れ る 多 数 の 点 の ム ラ の こ と を 云 う 。 発 生 原 因 と す れ ば ド ッ ト 印 刷 の 場 合 は 印
刷 の ム ラ で あ り 、 樹 脂 の イ ン ジ ェ ク シ ョ ン 装 置 に よ る ド ッ ト 形 状 ム ラ は 、 型 の 凸 の 点 形 状
の 先 端 の 丸 み に よ る ム ラ 発 生 で あ る 。 導 光 板 の 働 き は 、 ド ッ ト と 呼 ば れ る 多 数 の 点 が 、 ク
サ ビ 形 状 の 厚 い 側 に 冷 陰 極 管 に よ る 照 明 を 備 え 液 晶 基 板 側 に 垂 直 に 光 を 反 射 さ せ る 働 き を
す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 画 像 処 理 に よ る 外 観 検 査 は 、 パ タ ー ン マ ッ チ ン グ と 呼 ば れ る 方 法 が 知 ら れ 、 良 品 又 は 不
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良 品 の 撮 像 デ ー タ と 検 査 の 撮 像 デ ー タ を 比 較 す る 方 法 で あ る 。 こ の 場 合 、 カ メ ラ と ワ ー ク
の 角 度 、 照 明 の 種 類 、 そ の 角 度 は 、 ワ ー ク の 種 類 に よ り 工 夫 が 必 要 だ 。 画 像 処 理 検 査 に 鏡
を 用 い る 方 法 も あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ １ ３ ４ ５ 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ７ ９ ２ ８ ２ 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ２ ８ １ ５ ２ ８ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 解 決 し よ う と す る 課 題 は ２ つ で 、 １ つ は 、 検 査 装 置 の 検 査 処 理 量 の 増 大 で あ る 。 人 間 が
ワ ー ク の 交 換 す る 場 合 で も 、 ロ ボ ッ ト が ワ ー ク の 交 換 す る 場 合 で も 、 検 査 中 に 交 換 で き れ
ば 、 検 査 タ ク ト と 同 数 の 数 量 の 検 査 が 可 能 で あ る 。 ワ ー ク を 積 載 す る ス テ ー ジ を ２ つ 持 ち
、 交 互 に ワ ー ク 交 換 と 検 査 が で き る 構 造 に な ら な い か 、 と 考 え た 。 「 検 査 時 間 ＋ 交 換 時 間
」 の タ ク ト で 無 く 、 検 査 時 間 内 に 交 換 す る 装 置 と し た 。 も う １ つ は 、 カ メ ラ と ワ ー ク の 位
置 関 係 の 角 度 を 変 え る こ と に よ り 、 不 良 の 形 態 に よ り 検 査 を 容 易 に す る 。 ワ ー ク の 移 動 は
往 復 な の で 、 往 路 と 復 路 で の カ メ ラ の 撮 像 角 度 を 自 動 で 移 動 さ せ 撮 像 で き る 。
前 記 の た め に は 、 ２ つ の ワ ー ク 積 載 ス テ ー ジ が 交 互 に ワ ー ク 交 換 位 置 と 検 査 位 置 を 移 動 し
、 お 互 い 干 渉 し な い 構 造 と す る 。
前 記 の た め に は 、 カ メ ラ を 保 持 す る 構 造 体 が 、 ワ ー ク と の 角 度 を 変 え ら れ る 駆 動 装 置 と そ
の 角 度 を 保 持 す る 装 置 を 持 つ 必 要 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 、 本 装 置 の 照 明 と カ メ ラ と ワ ー ク の 位 置 関 係 を 示 し 、 ６ の ス テ ー ジ の 上 に 導 光 板
５ が 積 載 さ れ て い る 。 ６ は 往 復 運 動 す る 駆 動 装 置 を 持 つ 。 １ の Ｃ Ｃ Ｄ ラ イ ン セ ン サ カ メ ラ
は 自 動 で 角 度 を 変 更 す る 。 ２ の Ｃ Ｃ Ｄ エ リ ア セ ン サ カ メ ラ も 同 じ 構 造 体 に 接 続 さ れ 自 動 で
角 度 を 変 更 す る 。 ３ の 上 照 明 は 落 斜 光 と し 、 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ 又 は ハ ロ ゲ ン ラ ン プ を 用 い 手 動 で
ワ ー ク の 照 明 角 度 を 変 更 で き る 。 ４ の 下 照 明 は 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い 固 定 で 透 過 照 明 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ２ は 、 ワ ー ク の 積 載 ス テ ー ジ ６ の ２ つ の 位 置 と 交 互 に 移 動 し 上 下 す る 構 造 の 説 明 で あ
る 。 ス テ ー ジ ６ は 上 下 Ｚ 方 向 に 移 動 す る モ ー タ と ボ ー ル ネ ジ で 保 持 さ れ 、 ワ ー ク を 積 載 さ
れ た ら 、 下 降 し レ ー ル ７ の 手 前 ま で １ ２ の Ｘ 軸 リ ニ ア モ ー タ で 移 動 し 、 レ ー ル ７ の 上 に 上
昇 し 検 査 位 置 と な る 。 検 査 位 置 は カ メ ラ 位 置 へ の 往 路 と 復 路 で ２ 度 の 撮 像 チ ャ ン ス が あ る
。 検 査 済 み の ワ ー ク 積 載 位 置 へ の 移 動 は 上 昇 の ま ま 移 動 し 、 ワ ー ク の 積 載 を す る 。 ス テ ー
ジ の 下 部 に は ８ の カ ム フ ロ ア が あ り 、 レ ー ル ７ の 上 を 滑 る 構 造 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ で 、 図 １ と 同 じ カ メ ラ と 照 明 と そ の 構 造 体 の 位 置 関 係 を 示 し 、 さ ら に ス テ ー ジ と の
位 置 関 係 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ３ で 、 レ ー ル ７ の ２ 本 の 位 置 関 係 と 、 ２ つ の ス テ ー ジ が 干 渉 せ ず 通 過 す る 位 置 関 係 を
示 す 。 手 前 側 の ス テ ー ジ は レ ー ル ７ の 上 か ら 外 れ 、 モ ー タ １ ０ と １ ４ の ボ ー ル ネ ジ の み の
片 持 ち 構 造 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ４ で 、 照 明 と カ メ ラ を 保 持 す る 構 造 体 は 、 片 側 に ロ ー タ リ ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ と そ の
反 対 側 に 電 磁 石 に よ る ブ レ ー キ １ ８ を 持 ち 、 ワ ー ク と の 撮 像 角 度 と 斜 光 照 明 の 角 度 を 変 え
、 及 び そ の 角 度 を 保 持 す る 構 造 を 示 す 。 ス テ ー ジ ６ の 片 持 ち 構 造 も 表 す 。 １ ２ の Ｘ 軸 リ ニ
ア モ ー タ は 、 ２ つ の ス テ ー ジ の 片 方 ず つ を Ｘ 移 動 さ せ る 働 き を 示 す 。 ２ 本 の レ ー ル ７ は 、
２ 本 の １ ２ の Ｘ 軸 リ ニ ア モ ー タ の 内 側 に 位 置 し 、 ス テ ー ジ ６ の モ ー タ の 反 対 側 を 受 け 持 つ
。 撮 像 位 置 で は 、 片 持 ち 構 造 で 無 く モ ー タ １ ０ ボ ー ル ネ ジ １ ３ と 、 反 対 側 の レ ー ル ７ で 保
持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 図 ４ で 、 ラ イ ン セ ン サ カ メ ラ １ は 、 複 数 持 ち 、 図 で は ３ 個 の 数 で 必 要 な 分 解 能 を 保 持 す
る た め に 増 減 す る 。 エ リ ア セ ン サ カ メ ラ ２ は １ 個 で 、 ９ の Ｙ 軸 を 持 ち 、 ワ ー ク の 不 良 位 置
に 移 動 し 拡 大 し て 撮 像 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ の 低 い 左 側 位 置 の ス テ ー ジ ６ と 、 高 い 右 位 置 の ス テ ー ジ の 位 置 関 係 で 、 お 互 い 干 渉
せ ず 通 過 で き る 。 こ の 構 造 に よ り 、 往 復 移 動 撮 像 中 に ワ ー ク 交 換 作 業 が 可 能 で あ る 。 片 持
ち 構 造 の ま ま だ と 、 撮 像 位 置 で ワ ー ク の 水 平 位 置 を 保 つ こ と が 困 難 な の で 、 レ ー ル ７ を 持
ち 、 及 び ８ カ ム フ ロ ア を 持 ち 、 ワ ー ク 水 平 保 持 と 往 復 移 動 を 円 滑 に す る 。 こ の ２ 本 の １ ２
Ｘ 軸 リ ニ ア モ ー タ と 、 内 側 ２ 本 の レ ー ル ７ に よ り ２ つ の ス テ ー ジ が ワ ー ク 交 換 位 置 と 撮 像
位 置 を ２ つ の ス テ ー ジ が 交 互 に 往 復 移 動 で き 、 検 査 処 理 数 を 増 大 さ せ 、 及 び ワ ー ク の 水 平
を 保 つ 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ の １ と ２ の カ メ ラ は 同 じ 構 造 体 １ ６ に 接 続 し 、 角 度 を 変 更 及 び 保 持 す る 駆 動 軸 １ ５
と 固 定 す る 設 備 の ブ レ ー キ １ ８ を 持 ち ワ ー ク と の 撮 像 角 度 を 自 動 で 変 更 し 、 及 び 固 定 し 、
ワ ー ク の 不 良 の 特 徴 に よ り 最 適 な 位 置 関 係 を 選 択 で き 最 良 の 撮 像 デ ー タ を 得 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 装 置 正 面 の 断 面 で あ る 。 ベ ー ス １ ３ の 上 に １ ２ Ｘ 軸 リ ニ ア モ ー タ を ２ 本 並 列 に
設 備 す る 。 ２ 本 の リ ニ ア モ ー タ の 片 側 に １ ４ の ボ ー ル ネ ジ と モ ー タ １ ０ を 持 ち 、 ワ ー ク の
ス テ ー ジ ６ を 上 下 方 向 に 移 動 さ せ な が ら 、 ワ ー ク 交 換 位 置 と 撮 像 位 置 に 往 復 移 動 す る 。 撮
像 位 置 で は ス テ ー ジ ６ の 下 側 に ２ 個 の カ ム フ ロ ア ８ を 持 ち レ ー ル ７ に 乗 り 円 滑 に 移 動 と ワ
ー ク の 水 平 を 保 つ 。 同 じ 働 き を も う １ つ の ス テ ー ジ に て 、 反 対 側 の １ ２ （ Ｘ 軸 リ ニ ア モ ー
タ ） ・ １ ０ （ モ ー タ ） ・ １ ４ （ ボ ー ル ネ ジ ） ・ ７ （ レ ー ル ） ・ ８ （ カ ム フ ロ ア ） で 果 た す
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ で 、 本 装 置 は 、 カ メ ラ １ ・ ２ は 同 じ 構 造 体 １ ６ に 接 続 し 、 一 部 域 旋 回 機 能 を 持 ち ワ
ー ク と の 撮 像 角 度 を 変 更 す る 形 態 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ で は 左 側 が ス テ ー ジ ６ の 下 側 位 置 、 図 ３ で は 、 左 に ボ ー ル ネ ジ と モ ー タ に 接 続 す る
手 前 側 が ス テ ー ジ ６ の 下 側 位 置 を 示 す 。 反 対 側 が 高 い 位 置 、 即 ち 撮 像 位 置 で あ り 、 お 互 い
干 渉 せ ず 位 置 変 換 で き る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ で 、 左 側 ６ ス テ ー ジ の 位 置 と 右 側 ６ ス テ ー ジ の 位 置 で 、 左 側 は 図 の 上 側 の １ ２ リ ニ
ア モ ー タ に 接 続 し 、 右 側 は 図 下 側 の １ ２ リ ニ ア モ ー タ に 接 続 す る こ と を 示 す 。 １ ２ の リ ニ
ア ２ 本 の 外 側 に カ メ ラ １ ・ ２ を 保 持 す る 構 造 体 １ ６ の 一 部 域 旋 回 機 能 の 旋 回 運 動 さ せ る １
５ ア ク チ ュ エ ー タ と 、 １ ８ の ブ レ ー キ を 持 つ こ と を 示 す 。
　 上 の 斜 光 照 明 ３ は 独 立 し た 構 造 体 １ ７ に 接 続 し 、 ２ 本 の １ ２ の リ ニ ア モ ー タ の 外 側 に 支
柱 を 立 て る 。 構 造 体 １ ７ に 接 続 す る 照 明 ３ 、 導 光 板 の 構 造 に よ る が 、 例 え ば イ ン ジ ェ ク シ
ョ ン に よ る ド ッ ト な ら ハ ロ ゲ ン ラ ン プ 、 印 刷 形 態 な ら 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ と し 、 構 造 体 １ ７ に 接 続
す る 軸 を 可 動 と し 、 ワ ー ク へ の 照 明 角 度 を 手 動 で 調 節 で き る 構 造 と す る 。 透 過 照 明 の 下 照
明 ４ は 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ と し 、 カ メ ラ １ ・ ２ の 真 下 、 ２ 本 の １ ２ の リ ニ ア モ ー タ の 中 央 に 位 置 す
る 。
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 導 光 板 の 検 査 は 、 ほ と ん ど の メ ー カ ー で 目 視 検 査 に よ る 。 現 在 、 Ｃ Ｒ Ｔ の テ レ ビ の 生 産
は 減 少 し 、 液 晶 表 示 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） の テ レ ビ や パ ソ コ ン モ ニ タ に 交 代 し て い る 。 Ｌ Ｃ Ｄ の 一 部
で あ る 導 光 板 の 生 産 量 も 飛 躍 的 に 増 大 す る 。 導 光 板 検 査 を 目 視 に 頼 る 現 在 の 状 況 は 、 熟 練
の 検 査 要 員 の 人 手 不 足 と な り 、 画 像 処 理 に よ る 検 査 装 置 の 必 要 性 は 増 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 カ メ ラ と 照 明 と Ｌ Ｃ Ｄ 導 光 板 の 位 置 関 係 の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 装 置 の 正 面 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 装 置 の ス テ ー ジ の 駆 動 系 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 １ Ｃ Ｃ Ｄ ラ イ ン セ ン サ カ メ ラ
　 　 ２ Ｃ Ｃ Ｄ エ リ ア セ ン サ カ メ ラ
　 　 ３ 上 照 明
　 　 ４ 下 照 明
　 　 ５ Ｌ Ｃ Ｄ 導 光 板 （ ワ ー ク ）
　 　 ６ ス テ ー ジ
　 　 ７ レ ー ル
　 　 ８ カ ム フ ロ ア
　 　 ９ エ リ ア カ メ ラ 用 Ｙ 軸 リ ニ ア モ ー タ
　 　 １ ０ ス テ ー ジ 用 Ｚ 軸 モ ー タ
　 　 １ １ ラ イ ン カ メ ラ 用 Ｚ 軸
　 　 １ ２ Ｘ 軸 リ ニ ア モ ー タ
　 　 １ ３ ベ ー ス
　 　 １ ４ ス テ ー ジ 用 ２ 軸 ボ ー ル ネ ジ
　 　 １ ５ ロ ー タ リ ア ク チ ュ エ ー タ
　 　 １ ６ カ メ ラ リ ブ （ カ メ ラ 構 造 体 ）
　 　 １ ７ ラ イ ト リ ブ （ ラ イ ト 構 造 体 ）
　 　 １ ８ ブ レ ー キ
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